




ドウとの冒険と、現在の不倫相手・洋子との出来事が描かれている。偶然、ランドウの死を知った「私」は、彼との冒険を思い出す。二人は「気色の悪い街」 〈鶴町〉に行き ランドウの恋人（女子高校生）と会う。 「私」は二人を待っていたが 上空に乱舞するこうもりを見て逃げ出す。続いて、洋子とのことが語られ、詩仙堂で彼女を待っている間に、かつての〈鶴町〉が再現し、 「私」の内部から〈こうもり〉が噴き出す。　
この作品は、 〈鶴町〉の迷宮を背景にして、 〈こうもり〉の登場に
















の後に発表された短編である。作品の主人公は「私（コンスケ・耕助） 」であり、副主人公格として、高校の同級生 ランドウ（山田欄堂） 」と「私」の現在の不倫相手「洋子」がいる。　
作品（三章）は、現在（一章）―過去（二章）―現在（三章）と
いう構成であり、二種類 物語―ランドウとの物語・洋子との物語―が「私（コンスケ） 」の語りで展開する。作中の「十三年前」は、昭和三十年年代末頃かと推測され、 時間は、それから 後の昭和五十二 頃かと思われる。舞台としては、前者は大阪を、後者は京都を中心とする。　




















く、素行に問題があった」が、 「級友たちからは不思議に好かれていた。 」それは彼に「野卑な脂臭さもな ったし、弱い者いじめもしなかった からである。だが、彼のケンカは「血なまぐさ」 ものであり、 「ちゃんと計算され」 狡 った。　
そんなランドウは、 「なぜか私に好意をもっていた」 。 「私」は不
思議に思いながらも、 「そ なランドウの態度に 決 て不快なものは感じなかった。 」が、 「だからといって そ お返 のように私の方から親しみを示 て くことは一度もなか た」 。それは「私」が彼に「自分とは全く異質 ものを、ランドウの冷たい それでいて決してするどい いえ い妙な虚ろさを宿す目付から感じ取っていた」からである。ランドウには冷たさと もに、孤独（虚しさ）がある。しかし、前述 たように、 「自分 全く異質なもと言いな らも、 「私」にも彼と同じ「冷たさと虚ろさ」が のではないか。例えば が鶴町での冒険の最後に ランドウ手製のドスで彼の鞄を切り刻む。そこには「私」の内部の衝動―ドウへ 、そして彼の恋愛へのいらだちや性的欲求など―ととも
　「私」はランドウの死を知り、彼の「濃い眉と鷲鼻が、じわじわ心の底からにじみあがってきて」 、 「哀しい気分になってしまった。 」高校中退後、ヤクザの組織に入ったランドウは事故死ではなく、
「きっと何かの病気で死んだのに違いない」と、 「わたし」は思う。そして、彼の「屈強そうな体躯や顔つきに漂っていた、一種の影の薄さとでも言えるもの」に「思いをめぐらせ」る。　「私」は高校時代、自分を「ごく普通の生徒」 （二）だと思っていたが、ランドウに目を掛けられ ある意味頼りにされ いた。それは好きな娘に会いに、 「私」と鶴町 行ったことや、 「コンスケは、相当なもんやで」 （二）というランドウの言葉からも分かる。この
「コンスケは、相当なもんやで」や、松岡 言った「おまえ、あかわらずやなァ」は、 「私」の持つ強さ（冷たさ）を指すのではないか。例えば「私」は、ランドウ 別れて、そんなに彼のこと 考えたことがなかったようである。 （現在の洋子との不倫でも、 「私」には罪悪感はなく、し たかさ ある。 ）　
以上のように一章の前半で、 「私」はランドウの死を知り、後半
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「当惑気味の表情」で、写真よりも「 っと可憐なものを持ってい」て、 「私はどぎまぎして」しまう。ランドウに紹介されて、 「娘は笑った」が、 「顔のどこかに、かすかなおびえと羞恥があ」った。彼女は普通の女子高校生の面も持っている。 （作中からは、彼女がどういう女子高校生かは、はっきりとは分から い。 ）　「ちょっと待っててくれ」とランドウは言い、二人は堤防の彼方
　「私」はランドウに「あの娘に逢うて、それからどないするねん」と聞く。ランドウは「かすかなとまどい」を示し、 「あれをしたいんや」と言う。 「無理矢理に ？」との質問に、 「阿呆、俺がそんなことするかいな。ふたりきりにさえなれたら、その気にさせてしまうんや、まかせとけよ」と答える。どうやらランドウは彼女と深い仲ではなく これ ら口説こうとしている。 「歓楽街に入りびたっている」割りには、彼には ぶなところがある。彼も性への恐れがあるようで、不安の中にいる。　「私はランドウの青ざめた顔を驚いて見やった」 。彼は「血の気が引いて、心なしか目も吊 あがって 」て、 目はねっとりとかすんでさえいた。 」 「私」はランドウの「本気 さ 同時 、彼の恐怖心を感じる。この状態は、普通の恋する高校生とは違 。彼は何を恐れていたのか 恋 不成就への不安か、性（ 「あれ」 ）への不安か、 「私」には分からない。　いずれにしても「寂しい街の片隅」を、二人は「汗まみれになり
ながら歩」き、 「遠い辺境の街をさまよっている不安 、私を包み込んでいた。 」 は「不安」 中に 。ランドウも前述の「青ざめた顔」云々 ら、似たような を持ちつつも 娘へ 恋心や性欲で歩いていよう 未知なる辺境を進む不安 冒険者として、「私」たちはある。　
二人は空腹を感じ、偶然出会った屋台でラーメンを食べる。 「熱




る残暑の中から不意に涌いてきた衝動だったのかも知れない」 。ただ、この衝動は狭い意味の性欲だけではない。後にランドウの「俺がすんだら、コンスケもさしてもらえ」というセリフに対して、「前を行くランドウのがっちりしたうしろ姿が、何か恐ろしいものに見えてきた」や、 「俺 、そんなことせえへんぞォ。ランドウだけがやったらええ。 」との言葉からも分かる。 「私」には、未知なの（性）への興味と恐れ、そして良識があろう。　
大淀区に住む「私」と尼崎在住のランドウは、鶴町を知らない。
二人は、大阪駅のバスターミナルで鶴町行きのバスに乗り、 「大阪の西端を南に下っていった」 。 「私 は、 「汚ない場末の街にひきずり込まれていくような気 して、だんだん帰りたくなった」が、「もうとことんランドウにつき合うしか仕方がないようにも思えていた」し、 「いやな予感も心のどこかにあった」 。 いやな予感」とはランドウが娘と逢い、そこで起きるかもしれない出来事へ 不安、ひょっとすると犯罪の匂いを嗅いだ かもしれない。　
二人はバスの終点の大運橋で降り、バラックと工場の間を歩いて
行く。そこは「気色悪い街・ゴーストタウン」であり 太陽はぎらぎらしていて、路地には犬の屍骸がころがっていた。 「ランドウも私も、顔を見合わせてあとずさりした。 」しかも、 「断続的 クレーン 大きな音が響いて」 、 「周囲の底知 ぬ静謐 さらに強め いて、 「奇妙 静けさが街全体を覆って る」 。これ 現実的な描写と言うよりも、未知なる「辺境」や不安な二人の雰囲気を盛り上げるものだろう。この土地の異常さ（またそう感じる心情）は住む娘や彼女への思いに影響 る。


























「当惑気味の表情」で、写真よりも「 っと可憐なものを持ってい」て、 「私はどぎまぎして」しまう。ランドウに紹介されて、 「娘は笑った」が、 「顔のどこかに、かすかなおびえと羞恥があ」った。彼女は普通の女子高校生の面も持っている。 （作中からは、彼女がどういう女子高校生かは、はっきりとは分から い。 ）　「ちょっと待っててくれ」とランドウは言い、二人は堤防の彼方
　「私」はランドウに「あの娘に逢うて、それからどないするねん」と聞く。ランドウは「かすかなとまどい」を示し、 「あれをしたいんや」と言う。 「無理矢理に ？」との質問に、 「阿呆、俺がそんなことするかいな。ふたりきりにさえなれたら、その気にさせてしまうんや、まかせとけよ」と答える。どうやらランドウは彼女と深い仲ではなく これ ら口説こうとしている。 「歓楽街に入りびたっている」割りには、彼には ぶなところがある。彼も性への恐れがあるようで、不安の中にいる。　「私はランドウの青ざめた顔を驚いて見やった」 。彼は「血の気が引いて、心なしか目も吊 あがって 」て、 目はねっとりとかすんでさえいた。 」 「私」はランドウの「本気 さ 同時 、彼の恐怖心を感じる。この状態は、普通の恋する高校生とは違 。彼は何を恐れていたのか 恋 不成就への不安か、性（ 「あれ」 ）への不安か、 「私」には分からない。　いずれにしても「寂しい街の片隅」を、二人は「汗まみれになり
ながら歩」き、 「遠い辺境の街をさまよっている不安 、私を包み込んでいた。 」 は「不安」 中に 。ランドウも前述の「青ざめた顔」云々 ら、似たような を持ちつつも 娘へ 恋心や性欲で歩いていよう 未知なる辺境を進む不安 冒険者として、「私」たちはある。　
二人は空腹を感じ、偶然出会った屋台でラーメンを食べる。 「熱








































二人がひそんでいるであろうあたりの上空に、すさまじい数のこうもり 飛び交っていたのである。私は慄然たる思いで、つまでもこうもりを見つめた。それは鈍く黯い目を持つ、鳥とも獣ともつかない生き物の、醜悪な踊りであり、汗と虚無にまぶされた官能の、無数の飛沫 あり、奇怪な熱情にあやつられるそれらの精魂の、どうしようもな ざわめきで った。
 （二）
　「二人がひそんでいる」上空に「すさまじい数のこうもりが飛び交」うなど、明るい恋愛のイメージとは違い、ランドウと彼女との暗い恋愛を暗示していよう。が、 「醜悪な踊り」や「汗と虚無にまぶされた官能の、無数の飛沫」 ・ 「奇怪な熱情にあ つられるそれらの精魂」などと表現されると、誇張気味の表現だと言わざるを得ない。 「私」はこうもりに「慄然たる思い」を持つが、ランドウたちの恋愛に明るさ ないにしても 本来そこまでの奇怪さはないだろう。 「辺境」での性欲に満ちた そして 死の影 ある恋愛 して、不気味な〈こうもり〉のイメージで印象づけたいのかもしれないが、そこまでするのには違和感がある。 （この点については、 「私」と洋子との関係や最終場面の落ち葉との関係でも考える。 ）　こうもりの群れに煽られた「私」は、ドスでランドウの鞄を「何
度も何度も切り刻み、それから手に持ったドスを堤防の向こうめがけて放り投げ」る。 「私」の感情 暴発であり、ランドウ 恋愛やこうもりの乱舞が、 「私」の内 る衝動を呼び起こした ある。いわば、 「私」の「ランドウ殺し」である そして、 「私」は「露地を走り抜け 大運橋へと駆けた。バスに乗り、大阪駅に出て、そこ
に消えてしまうが、堤防の上で娘のスカートが風にまくれあがり、彼女の「慌 て両手で押さえた仕草が、いつまでも心に残」る。彼女が男に慣れているのではなく、羞恥心のある女子高校生であり、その仕草はかえっ 「私」に性的なも を感じさせる。 （そして、堤防の向こう 、前述したよ に「汚い海」が広がっている。 ）　「私」は帰ってこない二人を待ちつつ、ランドウの手製のドスで電柱を削っていた。この行動から、 「私」の らだちが読み取れ　時間が経ち夕暮れになり、ランドウが突然現れる。 「白い凍った







































ち構えていて、主人公のゆみ子はそれをうっとりと眺め、死を幻想し一体化する。この幻想の強さと持続力は、 「幻の光」の独自性であり、 「こうもり」はこういった面で 弱い。ランドウが、 〈こうもり〉によって死んだのならばともかく、また、 「私」と洋子の不倫が重いものに感じられな 以上、死が重みを って ないし、生死が拮抗する「宿命」レベルまで 作品 掘り下げられていない。　
情景―〈辺境・鶴町〉や〈こうもり〉の乱舞―やランドウと「私」









































してうまく使われている。例えば、 「螢川」 は蛍の乱舞する描写がある。作品最終部で、主人公の恋人の英子は、蛍の大群によって妖しくも美しく輝く。蛍の交尾は死と近接しているが、それは美しい性の乱舞でもある。 「こうもり」の「私」は、ランドウと彼女の上空で乱舞するこうもりを見て煽られ、最終場面では「落葉の黯い交錯」をきっかけに、身体からこうもりを噴き出す。　
だが、ここまで暗いイメージを、作品に植え付ける必要があろう
か。高校生のデートや中年男たちの不倫に暗さや醜さはあるとも、 〈こうもり〉の乱舞に象徴される、罪や死のイメージと結びつける必然さやその効果が分かりに い。少なくとも「私」の内部に〈こうもり〉が存在しているというのは、印象的であるとしても、そこまでの暗さ・重さを持つ人間として「私」は造型され いようか。 「宿命」と呼ぶべき重みは、 「私」 はな だろう （洋子との不倫もそうだが、ランドウと女子高校生 恋愛 て 、 「宿命」レベルの のとは言い難い。 ）
　
また、死に対しての主人公たちの姿










不安や恐怖、 して死と通じてい ようだ。女たちは男 性（欲望）の対象であるが、男たちには恋愛の歓びよりも不安の方が色濃い。彼らは、性（女）を通じて死を呼び寄せている か しれない。　
作品「こうもり」の暗さは、 〈鶴町〉の迷宮性とともに、 〈こうも









洋子は「私」との情事に快感を得てい 彼女は「私」の愛情の薄さを認めた上で、 「私」との不倫に満足している。対して、妻子持ちの「私」に 、不倫による苦悩も罪悪感もない そういう点で「私」はしたたかであるが、 「私」と洋子の今後は、作品のラストシーンに暗示される。　
その後、洋子の要望で旅館を出て、詩仙堂に行き、 「私」は門前
で彼女の帰りを待っていた。が 観覧時間が過ぎても帰っ こな彼女を不審に思い、 「私」は「薄闇にどんより浮かびあがった土壁の向こう うかが」う。
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勢も弱い。 「私」が京都で感じる死者の「ざわめ は注目に値するし、その象徴が、落ち葉（こうもり に触発された、内なる〈うもり〉の登場だとしても、どれほどの力を持っていようか。　
対して例えば「幻の光」では、能登の海の光のさざなみに死が待
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いが分かりやすい。由加子は自分と有馬の死を、無理心中によって実行しようとする。それほど彼女は有馬を愛していたのだし、独占欲や孤独感も強かった。また、有馬は由加子の死に対して 強い喪失感を持ち、彼の中で彼女は生き続けている。
〔二〇一四・九・二五
　
受理〕
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